















（2017 年）の ILO 総会にも出席いたしましたので，政府の取組みという形で報告をする機会をいた
だきました。















　そうした中で，2015 年 12 月に COP21（国連気候変動枠組条約第 21 回締約国会議）において，
パリ協定が採択されました。これは，気候変動に関する国際的な枠組みを定めているもので，先進
国だけではなく，開発途上国においても，区別なく，全世界的に気候変動の対策を取っていこうと

















説明します。日本におきましては，2016 年 6 月，総理を本部長とする SDGs 推進本部を立ち上げ
ております。その上で，有識者，民間セクター，国際機関の方々にお集まりをいただきまして，円
卓会議を開催し，その円卓会議でご意見をいただいた上で，日本政府として取り組んでいくことを































ILO にとっても重要だということは引き継がれています。2013 年 5 月，今度はグリーン・ジョブ
ではなく「グリーン・イニシアチブ」というものを現 ILO 事務局長のライダーさんが提唱されま




















　一番直近の動きとしましては，2017 年 6 月の ILO の総会で「グリーン・イニシアチブ」（2013 年
























いたしました。大きくは 2 つの構成で演説をしております。1 つは，気候変動について日本政府と



















ことをやろうとしているかについて，今年 2017 年の 3 月に「働き方改革実行計画」を定め，例え
ば同一労働同一賃金を進めていく，あるいは長時間労働の削減に向けて時間外労働の上限規制を設
けていく，というようなことを盛り込んでいます。この実行計画に基づいた法案を国会に提出し，
法律が成立した暁には，きっちりと実施していきたいということを紹介しております。
　私のほうからのご説明は以上でございます。ご清聴ありがとうございました。（拍手）
